
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●涼しい場所へ避難 

  風通しのよい日陰や、できればクーラーが効いている室内などに避難させましょう。 

 ●服を脱がせて、とにかく冷やす 

衣服を脱がせて、体から熱が逃げるのを助けます。露出させた皮膚に水をかけ、 

うちわや扇風機などであおぐことで体を冷やします。氷のうなどがあれば、それを首すじ、 

脇の下、大腿の付け根、股関節あたりに当てることも有効です。 

救急隊を要請したとしても、救急隊の到着前から冷却を開始する事が重要です。深部体温 

（体の中心部の体温）で 40℃を超えると、全身痙攣（全身をひきつける）、血液凝固障害(血液が 

固まらない）などの症状も現れる恐れがあります。 

 ●水分・塩分の補給 

  受け答えがしっかりしていて意識がはっきりしているなら水を飲ませることは可能です。 

 冷たい飲み物は胃の表面で熱を奪います。汗を大量にかいた場合には、汗で失われた塩分も適切に補える 

スポーツドリンクや経口補水液などが最適です。食塩水（１リットルに 1～2ｇの食塩）も有効です。 

 ●医療機関へ運ぶ 

  意識がないなど、自力で水分の摂取ができないときは、緊急で医療機関に搬送することが最優先の対処法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

           

            

     

 

 

 

     

 

先ずはスイカの縞模様に対して、 

垂直に二つに切ります。 

 

      断面の中心から種に向かって、12等分に切ります。 

      ※スイカの種は、バラバラに入っているように見えて、 

       実はある程度、規則正しく並んでいます。 

       スイカの中には維管束という栄養を届ける組織があり 

       その維管束の先に種が V字型に並んでいるのです。 

       

      表面に種が集まり、取りやすくなります。 

 

 

                          

 JRうきは駅より徒歩 10分、国道 210号線浮羽バイパス沿いに 

 位置しております。隣に循環器内科医院があり、主に高血圧・ 

糖尿病・脂質異常症等の処方箋を受け付けておりますが、風邪薬・ 

吸入薬・アレルギー薬等も扱っております。また、他の医療機関の 

処方箋も受け付けております。 

 第一類医薬品や化粧品等も取り扱っておりますので、処方箋を 

 お持ちでない方でもお気軽にご利用ください。 

地域の皆様のお役にたてるよう努めてまいりますので 

何卒よろしくお願い致します。 

 

 


